
上淀廃寺（米子市淀江町）
　かみよどはいじ

ここは上淀白鳳の丘展示館/この背後に上淀廃寺が所在する



　　　　　　説明板が立っている



　　　　　上淀廃寺の周辺には向山古墳群や妻木晩田遺跡といった弥生時代の大集落跡などが密集している



　淀江のサイノカミ出版記念の碑らしい



　現地見学の前に、展示館を見てみよう







これが向山古墳群の石馬谷古墳に立てられていたと云う珍しい石馬/当時は大変貴重だった馬は埴輪などで見られるが、これ
は石で造った馬



　　　　線刻画が刻まれている土器





　　　家形埴輪



　　別の角度から



さて、これは上淀廃寺の寺院中心部の模型/飛鳥時代後期（7世紀後半の白鳳期）に建てられた寺院の跡で、金堂の東に3塔を南北に配する
という、他に例をみない独特の堂塔配置となっている



この地域を支配していた豪族の氏寺と考えられている/平成3年（1991年）からの発掘調査で国内最古級仏教壁画片が大量に出土し、飛鳥
時代の堂塔内部を復元しうる数少ない寺院跡/堂塔以外にも倉庫など多くの付属施設をもつ、地方では大規模な寺院で、壁画片の他、仏像
片、瓦、土器、鉄器などが出土している/古代社会制度の崩壊が進む平安時代中頃（11世紀初め）に焼失してしまったらしい



　　　　これは石製の相輪のようだ



　　　　　これは壁画片の出土状況



これは当時の人の足跡 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/4YORXth-XWc


　　　　「癸未年」と刻まれた瓦片が見つかり、683年に当たると考えられることから、この頃に上淀廃寺が造営された考えられると云う



金堂が再現（復元）されている



仏像も再現されている （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/E6HlInD6Tgg


さて、ここが上淀廃寺跡/なだらかな丘陵の南側一面が境内として造成されていて、北と西辺では土塁とともに境界をなしていたと見られる
溝跡が確認されている/地形や中門の位置から南側に大門があったと考えられるが、これまで確認されておらず、地形的に消滅している
可能性が高いと見られている/南側から見たところ



説明板/金堂や塔が配置される中心伽藍が位置し、その周辺に経蔵または鐘楼、政所または食堂、倉庫と推定される建物などが確認され
ている/他寺院の記録を見ると、この他にも僧坊や客坊、厨、大炊屋などの施設や、花園院、薬園院などが営まれていたものと想定されると
云う/周辺には向山古墳群や、妻木晩田遺跡といった弥生時代の大集落跡などが密集している







　　　上淀廃寺跡全体図



　　　　　寺院の中心部







　　　　　これは周辺の地形模型



説明板のアップ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/0BCd-alhlpw


　　　　　さまざまな説明板がある





　　これが石敷跡



ここは中門・回廊跡





　ここは築地塀跡





　　さて、「寺院の中心部」を見てみよう



建物の配置は金堂の東に3塔を南北に並べる特異な配置をとっており、3塔の心礎は一直線上に等間隔で並ぶ/設計では、金堂と中塔の
南辺をそろえ、中門の位置する中軸線は、ほぼ金堂基壇の東辺にあたるものとみられると云う/北塔については実際には建てられなかった
可能性もあり、焼失時点では、金堂、中・南塔の3棟が建っていたことがわかっているらしい/講堂については、これまでの調査では発見され
ていないが、地方寺院の場合、変則的な建物配置をとる例も多く、中心伽藍からやや離れた場所に営まれた可能性も考えられると云う



　正面は金堂跡/7世紀後半に建立され、8世紀の中頃以降に改修されたと云う/基壇は塔と同様に瓦積の周囲に石列を巡らす二重構造





　　　左手から見たところ



　　　　　　正面となる南側には、基壇に至る石敷きの階段が確認され、基壇上に至る木製の階段も想定されると云う



　　　　　これが金堂の瓦積み基壇（復元）/礎石も見える



　　　　　こちらにも説明板がある



金堂周辺からは、5394点を超える壁画断片を出土している/火事で焼けたため、ベンガラ、緑青や群青などを除き当時の彩色は失われて
いるが、出土の3分の1は彩色が認められると云う/また、金堂及び中・南塔周辺からは、約3800点もの塑像片が出土し、なかでも造形が
確認できるものは769点もあるらしい/壁画は、日本の発掘確認された壁画の中でも上淀廃寺は出土量・まとまりにおいても群を抜く多さ
で、図柄まで特定できると云う



　　　礎石が並んでいる



こんな塩梅 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/Df2NOqB3btQ


　　　金堂の左手にも築地塀跡がある





さて、こちらは南塔跡/上淀廃寺には、南北に3基立てる計画だったようだが、実際に立てられたのは中塔と南塔の2基と考えられ
ている/基壇は瓦積みの外側に石列を巡らす二重構造になっており、その規模から三重塔と考えられると云う/中央に芯柱を支え
る心礎石が残っている/中塔心礎からは、仏の遺骨を納めるための「舎利孔」とよばれる穴も確認されているらしい





　　　　　これは中塔跡とその向こうに南塔跡を見たところ





　　　　　　南塔跡（左手）と中塔跡（右手）を見たところ



　　左手の南塔跡



　　右手の中塔跡



　　　　　これは中塔跡の心礎から南塔跡を見たところ



　振り返って北塔跡を見たところ/心礎がポツンと残っている







　これが北塔心礎



　　　　　　これは北塔跡から中塔跡方向を見たところ



さて、中心伽藍の北側の丘陵で確認された、掘立柱建物の付属建物と先行建物群を見てみよう



　　　　　前方に標柱が立っている





　こちらが105号建物跡/経蔵または鐘楼と考えられる建物跡









　　　　　　こちらは104・103号建物跡/食堂または政所と考えられる建物跡



説明板 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/bAh9jx5lZOw


　　この上が付属建物と先行建物群





　　　このエリア



　　　　　ここが111・115号付属建物跡/その左手に121号付属建物跡がある





この辺りも付属建物と先行建物群のエリア



　　　近くの向山古墳群を営んだ豪族の末裔が、上淀廃寺の創建に関わったのであろうか （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/tgkm-vA2GvI
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